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《セミナー》 

材料評価のための分光計測 

－量子収率と蛍光寿命測定の原理と応用－ 
 

科学分析支援センター 藤原 隆司 
開催日：平成 27 年 6 月 24 日（水） 14:00〜16:30 
ご協力：浜松ホトニクス株式会社 
出席：27 名 

本セミナーは，浜松ホトニクス株式会社様のご好意によって，講演と持ち寄り試料によるデモ測定の 2
部構成で開催された．近年注目を集めている有機 EL や LED, 太陽電池， 量子ドット等の材料開発

においては，材料特性を正確に評価することの重要性が益々高まっている．これらの材料特性を評価す

る重要な光物性パラメータに「量子収率」，「発光寿命」がある．量子収率とは，吸収された光子の個数と

放出された光子の比を示す．光励起された分子のすべてが発光することよって基底状態に戻れば量子

収率は 1 となるが，実際には無輻射遷移が原因で 1 となるケースは少ない．有名な例としてはフルオレ

セインが 0.97の量子収率を示す．また，発光寿命はその時間から励起状態の電子スピン状態を明らかに

することができる．本セミナーでは，上記光物性の測定原理を紹介し，様々な分析事例の紹介を通じて，

得られたデータの評価や解釈の仕方の基本についての説明があった． 
講演後は実機（量子収率測定装置，発光寿命測定装置）によって，希望者による持ち込みサンプルの

デモンストレーション測定を行った．教員・学生共

に実際に目の前にある装置から得られたデータを

測定担当者から丁寧な説明を受けていた． 
講演には理学部，工学部の中から様々な学科

の教員，学生が参加しており，この種類の測定が

幅広い分野に渡って必要であることを実感した．こ

のことから共通機器としての存在も充分に期待され，

導入によって多方面での活用が期待される装置で

もあることを感じた． 

 
 

セミナー後のデモ測定風景 


	セミナー後のデモ測定風景

